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総 合 計 画 と は 人 吉 市 の 人 口 ビ ジ ョ ン

　総合計画とは、地方自治体における行政運営の最上位計画であり、住民全体で共

有する自治体の将来目標や施策を示し、全ての住民や事業者、行政が行動するため

の基本的な指針となるものです。行政運営の目的と手段を明確にするため、「基本

構想」、「基本計画」、「実施計画」の３層で構成されています。

総合計画の構成
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部 活 動 の 種 類 が
少 な く な っ た

子 ど も と 一 緒 に
登 校 す る 友 だ ち が

少 な く な っ た

地 域 で
見 守 っ て く れ る 人 が

い な く な っ た

地 域 の 行 事 や
イ ベ ン ト が
な く な っ た

近 所 の
空 き 家 が 増 え た

後 継 者 が
見 つ か ら な い

近 所 の お 店 が
な く な っ た

未来の
人吉市

基本構想

基本計画

実施計画

将来都市像とまちづくりの基本理念を示すとともに、本市を

取り巻く課題を踏まえ、将来目標と政策の基本的な方向性を

定めたもので、令和２年度から令和９年度までの８年間を基

本計画期間とする長期計画

基本
構想

基本構想を実現するために、まちづくりの目標に対する現状と課

題、課題解決に向けた具体的な施策の内容を示すものです。

　　前期４年間（令和２年度～令和５年度）
　　後期４年間（令和６年度～令和９年度）

基本
計画

基本計画を効果的に推進するため、財源的な裏付けを明確に

するとともに、事務事業の内容を具体的に示すものです。計画

期間は基本的に３年間とし、毎年ローリング作業を行います。

実施
計画
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社人研推計準拠 人吉市の将来展望 2020 年推定

総合計画の計画期間
H30 R1(H31) R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

市長の任期 市長の任期市長の任期

第 6 次人吉市総合計画

基本構想

基本計画

前期計画 後期計画

実施計画

実施計画実績

実績

実績

実施計画

実施計画

選挙公約

選挙公約

選挙公約

第 7 次人吉市総合計画
策  定

市 の 人 口 は 、 今 後 急 激 に 減 少 す る 推 計 に な っ て い ま す 。
こ の ま ま 人 口 が 減 っ て い っ て し ま う と …

28,438 25,547



復 興 の 将 来 像

目 指 す べ き 将 来 都 市 像

ま ち づ く り の 理 念 施 策 体 系

●  脈々と受け継ぎ大切にしてきたこの価値を、しっかりと次の世代へ受け渡して
いくこと、そして、その価値をさらに磨き上げていくこと、本市に住むすべての人々
の幸せにつなげるための道標とします。
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み ん な が 幸 せ を 感 じ る ま ち 。
ず っ と 住 み 続 け た い ま ち 。 ひ と よ し

●  鎌倉時代から脈々と続く相良文化、球磨川をはじめとする豊かな自然を大切に
継承し、人々の心のふれあい、心の温もりを感じることのできるまちを目指します。
また、市民と行政とが手を取り合い、一体となって私たちのまちをともに創り上
げる、未来に向かって新たな一歩を踏み出す、新しい未来を創造します。

～ 新 た な 価 値 の 創 造  次 な る 挑 戦 へ ～
未 来 協 創 都 市 ひ と よ し

●  災害からの復旧・復興を進めていくうえでは、球磨川をはじめとする自然が私
たちのくらしと切っても切れない存在であることを認めつつ、今回の災害を教訓
に市民・地域・行政等が一丸となって一日も早い復旧・復興を実現し、安心してずっ
と住み続けられるまち、次世代につながるまちを共に創り上げていきます。

～  希 望 あ る 復 興 を 目 指 し て ～
球磨川と共に創る みんなが安心して 住み続けられるまち

復興計画との位置づけ
本基本計画では、人吉市復興計画と一本化し、復興の将来像（復興ビジョン）と復興の基
本方針を引き続き堅持しながら、豪雨災害からの復旧・復興に最優先で取り組みます。

1 農業の振興
2 林業の振興
3 時代に即した雇用対策の推進
4 起業創業支援・企業誘致の推進
5 中小企業・小規模事業者の持続的発展
6 観光の振興
7 地域資源の承継と活用

産業

経済

戦略１

1 社会教育の充実
2 学校教育の充実
3 市民芸術・文化の振興と継承
4 歴史文化遺産の保存と活用
5 スポーツの振興

教育
文化

戦略２

1 緑の流域治水の推進
2 消防・防災力の強化
3 交通安全・防犯体制の充実
4 安全・安心な消費生活の実現
5 環境保全・自然との共生
6 資源循環型社会の形成
7 上水道の維持・整備
8 下水道等の維持・整備

自然
環境

安全

戦略３

分野別施策 地方創生施策

1 笑顔で元気に健康づくり
2 子ども・子育て支援の充実
3 高齢者福祉の充実
4 障がい者（児）の福祉の充実
5 最低生活の保障と自立支援
6 地域福祉の推進
7 被災者に寄り添った生活支援

健康
福祉

戦略４

1 快適な住宅・住環境づくり
2 地域公共交通ネットワークの充実
3 道路の整備と交通の安全確保
4 公園と歩道空間の整備
5 未来型復興による魅力的なまちづくり

都市
基盤
建設

戦略５

1 移住定住の促進
2「デジタル田園都市国家構想」の推進
3 市民と行政の協働
4 信頼される行政経営
5 行財政健全化の推進

地域
自治

戦略６

1 地域企業の生産性革命の実現
2 農林水産業の成長産業化
3「海外から稼ぐ」地域の実現
4 地域の魅力のブランド化の推進
5 新たなビジネスモデルを生み出す創業の活性化
　と円滑な事業承継
6 未来を担う人材の確保・育成
7 働きやすい魅力的な就業環境と多様な働き方の
　実現

基本目標１
安心して働くことができる仕事をつくる

1 地方移住の推進
2 若者の地元修学・就業の促進
3「関係人口」の創出・拡大
4 本市への資金の流れの創出・拡大

基本目標２
つながりを大切にし、人の流れをつくる

1 結婚・出産・子育ての支援
2 仕事と子育ての両立
3 子どもが成長できる教育環境の整備

基本目標３
結婚・出産・子育ての希望をかなえる

1 魅力的な生活圏の形成
2 地域間連携による魅力的な地域圏の形成
3 災害に強く安心して暮らせる地域の形成

基本目標４
ずっと住み続けたい魅力的な地域をつくる

R2 年度年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度

総合計画

復興計画

復興
 まちづくり

計画

第６次人吉市総合計画（前期基本計画）

復興計画（第１期）

第６次人吉市総合計画（後期基本計画）

復興基本方針

復興まちづくり計画

総合計画に一本化
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地域の誇りで
新たな価値を創造し、
人が輝き躍動する
経済づくり

一人ひとりが
学び続ける、
豊かな人生づくり

地域の強みを生かした企業誘致や人材誘致並びに

起業・創業支援に取り組み、地域資源を生かした

魅力と賑わいを作り出すことで人が輝き躍動する

経済づくりを目指します。

「知・徳・体」の調和がとれた子どもたちの育成

を目指すとともに、一人ひとりの市民が、自らの

個性と能力を伸ばすことができるように学び続け

るために生涯学習の充実やスポーツの振興を図

り、受け継がれてきた伝統文化や市民の自主的な

文化活動等を支援することで感性あふれる豊かな

まちづくりを進めます。

農業の振興1
 地域計画策定事業、日本型直接支払制度事業、 経営所得安定対策事
業　など

林業の振興2
森林環境整備総合事業、有害鳥獣被害対策事業、市有林整備事業　
など

社会教育の充実1
地域学校協働本部事業、家庭教育学級事業、中央公民館事業・校区
公民館事業、図書館利用促進事業　など

学校教育の充実2
就学援助費・就学奨励費支給事業、教育の情報化推進事業、特別支
援教育支援員配置事業　など

市民芸術・文化の振興と継承3
犬童球渓顕彰音楽祭事業、人吉球磨総合美展、カルチャーパレス改
修事業　など

歴史文化遺産の保存と活用4
指定文化財保存管理活用事業、史跡人吉城跡保存整備事業、史跡大
村横穴群保存修理事業　など

スポーツの振興5
スポーツ交流イベント事業、スポーツ施設の管理運営・整備改修事
業　など

時代に即した雇用対策の推進3
時代に即した雇用対策事業、 未就労者や障がい者の就職支援事業　
など

起業創業支援・企業誘致の推進4
起業創業・中小企業支援事業（人吉しごとサポートセンター）、企業
誘致推進事業　など

中小企業・小規模事業者の持続的発展5
中小企業・小規模事業者の持続的発展支援事業、中心市街地活性化
事業　など

観光の振興6
観光施設整備事業、外部団体との連携事業、イベント企画・運営事
業　など

地域資源の承継と活用7
日本遺産情報発信事業、肥薩線利用促進・魅力発信協議会推進事業
　など

産業・経済

地域全体で
つくりあげる、
幸せいっぱい
健康づくり
健康づくり、子ども・子育て支援、障がい者福祉な

どの社会保障機能の充実を図り、地域全体で助け

合う福祉コミュニティを形成し、元気いっぱいで、

楽しく暮らすことができるまちづくりを推進します。

笑顔で元気に健康づくり1
特定健康診査受診率向上事業、生活習慣病発症予防および重症化予
防事業　など

子ども・子育て支援の充実2
こども家庭センター事業、乳幼児健康診査・予防接種事業、子ども
の発育および発達相談事業　など

高齢者福祉の充実3
地域包括支援センター運営事業、認知症「共生」推進事業、成年後
見センター運営事業　など

障がい者（児）の福祉の充実4
障害児通所支援事業、障害者自立支援給付事業、障害者地域生活支
援事業　など

最低生活の保障と自立支援5
生活保護事業、生活困窮者自立支援事業　など

地域福祉の推進6
民生委員児童委員等活動支援事業、生活支援体制整備事業、避難行
動要支援者避難支援事業　など

被災者に寄り添った生活支援7
地域支え合いセンター事業、被災者のコミュニティ構築事業　など

健康・福祉教育・文化

一人ひとりが手を携え、
安心して暮らせる
生活基盤づくり
早期の避難を確実にし、逃げ遅れゼロを実現する

ため、行政と地域が一丸となった災害に負けないま

ちづくりを推進します。併せて、上下水道といった

ライフラインの機能を強化し、持続可能で自然環境

への負荷が少ない循環型社会の形成を目指します。

緑の流域治水の推進1
内水対策事業、雨水貯留施設整備事業、治山・治水対策事業　など

消防・防災力の強化2
自主避難訓練、総合防災訓練事業、自主防災組織の育成事業　など

交通安全・防犯体制の充実3
交通安全教室事業、防犯灯 LED 整備事業、こども王国保安官事業　
など

安全・安心な消費生活の実現4
地方消費者行政強化事業、法律の専門家による相談事業、消費者教
育推進事業　など

環境保全・自然との共生5
環境政策推進事業（環境基本計画の推進）、みんなで人吉の環境地域
づくり推進事業　など

上水道の維持・整備7
上水道施設（水源地、配水池等）整備更新事業、上水道送配水管耐
震化事業　など

下水道等の維持・整備8
公共下水道施設等改築更新事業、公共下水道整備事業、浄化槽普及
促進事業　など

資源循環型社会の形成6
塵芥（ごみ）処理事業、ごみ減量リサイクル事業　など

自然環境・安全
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まちに愛着を持ち、
景観を醸し出す
都市基盤づくり

信頼を基礎にした、
自分たちで
つくりあげる
地域づくり都市と自然環境とのバランスが取れるように各地域

の状況に配慮しながら、避難路にもなる生活道路の

整備や維持補修、住環境、都市景観などの整備を

進めることにより、コンパクトでありながらも災害に

強く快適で利便性の高いまちづくりを進めます。

行政・市民・企業・団体がそれぞれの情報を共有し、

「公」の担い手として適切な役割分担のもとに、

責任と成果を分かち合い、信頼を基礎にした、市

民一人ひとりが主体性を発揮できるまちづくりを

進めます。

快適な住宅・住環境づくり1
戸建木造住宅耐震改修等事業、市営住宅ストック総合改善事業　な
ど

地域公共交通ネットワークの充実2
路線バス・地域内交通（まめバス、予約型乗合タクシー等）の路線
見直し・再編事業　など

移住定住の促進1
移住促進事業、空き家バンク運用推進事業　など

「デジタル田園都市国家構想」の推進2
スマートシティ推進事業　など

市民と行政の協働3
市民参加推進事業（ひとよし未来カフェ事業）、情報共有化推進事業

（双方向情報発信事業）　など

信頼される行政経営4
マイナンバーカード活用促進事業、窓口業務効率化事業、人財育成
事業　など

行財政健全化の推進5
人吉市行財政健全化の推進、中期財政計画等に基づく計画的な財政
運営事業　など

道路の整備と交通の安全確保3
都市計画道路事業、橋りょう補修整備事業、道路維持修繕事業　な
ど

公園と歩道空間の整備4
石野公園再活性化事業、都市公園施設改築事業、街路樹樹種転換事
業　など

未来型復興による魅力的なまちづくり5
土地区画整理事業、地区計画、都市再生整備計画事業、都市防災総
合推進事業　など

都市基盤・建設 地域・自治 安心して働くことができる
仕事をつくる

人吉市まち・ひと・しごと総合交流館「くまりば」を、地域企業や ICT 関連企業、スタートアッ
プ企業 (IT 企業の集中地帯、大学、専門学校等）が集い、産学官が一体となって協働および連携
できる拠点として位置づけ、これらの機能を拡張しながら、地域課題解決や各産業分野におけ
る新たな価値の創造を推進します。さらに、地元住民や企業との交流の中から新たな仕事を創
出できるよう取り組みます。また、価値観、ライフスタイル、ワークスタイルが多様化してい
る状況を踏まえ、若者、女性、障がい者、外国人等、その属性に関係なく、誰もがその能力を
発揮できる就業環境の整備を進めるとともに、人材を確保し、育成する取組を進めます。

1　地域企業の生産性革命の実現

2　農林水産業の成長産業化

3　「海外から稼ぐ」地域の実現

4　地域の魅力のブランド化の推進　

5　新たなビジネスモデルを生み出す
　  創業の活性化と円滑な事業承継

6　未来を担う人材の確保・育成

7　働きやすい魅力的な就業環境と
　  多様な働き方の実現　　

個
別
施
策

つながりを大切にし、
人の流れをつくる

地域の強みを生かしたＵＩＪターンによる起業・就業者創出施策や移住施策、Z ターンを防ぐ定
着化施策、サテライトオフィスやテレワークの活用推進などを引き続き展開します。個人版ふ
るさと納税や企業版ふるさと納税といった寄附・投資等の活用促進による資金の流れの創出・
拡大を図るほか、将来的な移住にもつながるよう、特定の地域に継続的に多様な形で関わる「関
係人口」の創出・拡大や本市の魅力の情報発信を含めた総合的な取組を進めます。

1　地方移住の推進

2　若者の地元修学・就業の促進

3　「関係人口」の創出・拡大

4　本市への資金の流れの創出・拡大

個
別
施
策

地方創生施策



1　魅力的な生活圏の形成

2　地域間連携による魅力的な地域圏の形成

3　災害に強く安心して暮らせる地域の形成

個
別
施
策

1　結婚・出産・子育ての支援

2　仕事と子育ての両立

3　子どもが成長できる教育環境の整備

個
別
施
策
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人 吉 市 に お け る S D G ｓ の 推 進

　SDGs（持続可能な開発目標）とは、2001 年に策定されたミ

レニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015 年 9 月の国連

サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェン

ダ」にて記載された、2016 年から 2030 年までの国際目標です。

　持続可能な世界を実現するための 17 のゴールと 169 のター

ゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを

誓っています。

　SDGs は、発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニ

バーサル（普遍的）なものであり、現在、国においても積極的な

取組が進められています。

本市としても重要な取組であると認識しており、第６次人吉市総

合計画の目指すべき方向性とも基本的に合致してくることから、

この SDGs の考え方に基づいて、計画を実行していきます。

結婚・出産・子育ての
希望をかなえる

若い世代が安心して家庭を持ち、本市で子どもを産み育てることができるよう、結婚・出産・
子育ての支援、仕事と子育ての両立に係る制度等の活用を促進することで結婚・出産・子育て
の希望をかなえるとともに、地域や企業など社会全体として、男女ともに結婚、子育て、仕事
をしやすい環境整備を行い、人吉らしい暮らし「こどもまんなか社会」の実現に取り組みます。
なお、地方創生と少子化対策に係る施策を企画・立案、実行段階で一体的に進めていきます。

ずっと住み続けたい
魅力的な地域をつくる

選択と集中、効率性の向上など、地域経営の視点に立った施策に取り組むことで、質の高い暮
らしのための機能の充実を図るほか、豊かな自然、観光資源、文化、スポーツ、地域エネルギー
など地域の特色ある資源を最大限に生かし、地域の活性化と魅力向上を図ります。


